
“わか杉っ子の「キャリアノート」”（秋田わか杉「キャリアノート」）等の活用事例

学校名 五城目町立五城目第一中学校

１ 本校における活用のねらい

・生徒一人一人が，小学校からの自らの成長を振り返る機会とする。

・教員が，生徒たちの小学校からのキャリア発達や学びの履歴を把握する。

・社会的・職業的自立に向けて，必要な基盤となる能力や態度を育成する。

２ 活用の仕方

(1) 授業での活用

・新年度の学活の時間に，前の学年（１年生は小学校時代）の自分が記入した将

来像，生活・学習の目標の振り返りを確認しながら，新たな将来像と目標を立

てた。この目標を具体的に達成するために，学級活動等で３か月毎に生活・学

習の目標の振り返りをしている。さらに，年度末にはこの生活・学習の目標を

見返しながら，キャリアノートに記入した将来像と学習・生活の目標に対する

１年間の取組の振り返りを記入した。担任が所見を記入した後，自宅に持ち帰

り，保護者から１年間の振り返りに対する所見を記入していただいている。

(2) 修了面接での活用

・本校では年度末に，学校生活を送る中で心掛けていること等について，自分の

考えを整理して相手に伝え，自己を客観的に捉える機会として，１・２年生が

管理職と修了面接を行っている。面接の際，生徒一人一人の評価チェックシー

トに管理職が評価し，生徒は自己評価と他己評価を比較することによって，自

己を客観的に捉える機会としている。このシートをキャリアノートの当該学年

の「１年間を振り返る」に貼り付けている。

３ 成果と課題

○成果

・県学習状況調査の生徒質問紙集計結果を見ると，「人の役に立つ人間になりた

い」「地域のためになる活動に参加したい」と回答した生徒の割合が90％以上

であった。キャリアノートに記入した自分自身の記録と修了面接時のチェック

シートの評価，保護者や担任の励ましの言葉を確認して振り返ることで，努力

する気持ちや周囲へ貢献しようとする意欲を高めることができた。

○課題

・県学習状況調査の生徒質問紙集計結果を見ると，本年度１年生の「自分にはよ

いところがある」と回答した生徒の割合が低く，自己肯定感が低いと捉えてい

る。今後は教室に掲示する３か月毎の生活・学習の目標を記入する際に，年度

初めにキャリアノートに記入した「将来，私はこんな自分になりたい」に対し

て，その時点でどれくらい近付いているのかを意識させて記入するようにさせ

たい。自分自身の成長を自覚し，多くの方から認められる場面を意図的に設定

することにより，自己肯定感を高めていくことにつなげていきたい。






